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証券コード2163

平成26年４月８日

株 主 各 位
兵庫県尼崎市西大物町５番２号
(本社  大阪市北区中之島三丁目２番

18号住友中之島ビル２階)

株 式 会 社 ア ル ト ナ ー
代表取締役社長 関 口 相 三

第52期定時株主総会招集ご通知

拝啓  平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

  さて、当社第52期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、

ご出席くださいますようご通知申しあげます。
  なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ

ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただき、同封の議決

権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、平成26年４月23日（水曜日）

午後５時30分までに到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

１．日 時 平成26年４月24日（木曜日）午前10時
２．場 所 大阪市北区梅田三丁目１番１号

ホテルグランヴィア大阪　20階　鳳凰の間
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 第52期（平成25年２月１日から平成26年１月31日まで）

事業報告及び計算書類報告の件
決 議 事 項
　議　　　案 剰余金の配当の件

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
くださいますようお願い申しあげます。
　なお、株主総会参考書類並びに事業報告及び計算書類に修正が生じた場合は、
インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス　http://www.artner.co.jp）に
掲載させていただきます。

－ 1 －

株主各位
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（提供書面）

事　 業　 報　 告

(平成25年２月１日から
平成26年１月31日まで)

１．会社の現況

(1）当事業年度の事業の状況

①  事業の経過及び成果

  当事業年度におけるわが国経済は、円安傾向による輸出環境の改善や政

府の経済対策の効果により、緩やかに回復しております。

  当社の主要顧客である自動車業界はエコカーの開発比重の高まりにより、

従来の機械設計開発分野の技術者の要請に加えて、電気・電子設計開発分

野、ソフトウェア開発分野の技術者の要請も増加し、引き続き堅調であり

ます。また、技術者ニーズに変化が見受けられる家電業界で活躍していた

電気・電子設計開発分野の技術者を、ニーズの高い医療機器分野や、エコ

カー等の分野へとシフトいたしました。

  このような状況の中、当社の技術者派遣事業においては、高いスキルを

有する技術者の高付加価値な業務への配属が進捗したことに加え、新採用

基準の導入に伴い平成25年４月入社の学卒技術者の質が向上し、初配属単

価が上昇したことにより、技術者単価は前年同期を上回りました。一方で、

質の向上のため、平成25年４月入社の学卒技術者数を絞り込んだことから、

稼働人員は前年同期を下回りました。

  また、請負事業においては、技術者を派遣事業へ戦略的にシフトしたこ

とに伴い、受注高が減少いたしました。

  これらの結果、当事業年度の売上高は3,856,895千円（前年同期比4.1％

減）となりました。利益面においては、売上高の減少に加え、キャリア採

用における積極的な投資、新事業モデル制度への移行に伴うハイパーアル

トナー事業本部の成果報酬型の賃金体系への変更、エンジニア事業本部の

寮制度変更等の影響もあり、営業利益は188,763千円（前年同期比34.9％

減）、経常利益は193,416千円（前年同期比33.8％減）、当期純利益は

118,971千円（前年同期比58.5％減）となりました。

－ 2 －

事業の状況
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（売上高の内訳）

  業種別及び事業別の売上高は、次のとおりであります。

業種別(産業分類) 売上高(千円) 構成比(％)

電気機器 1,806,660 46.8

輸送用機器 828,424 21.5

精密機器 682,055 17.7

機械 327,306 8.5

鉄鋼・非鉄・金属 100,844 2.6

情報・通信 82,223 2.1

その他製造 16,046 0.4

繊維・パルプ・紙 7,322 0.2

サービス 2,452 0.1

その他 3,559 0.1

合計 3,856,895 100.0

事業別 売上高(千円） 構成比(％)

技術者派遣事業 3,787,792 98.2

請負事業 65,542 1.7

その他 3,559 0.1

合計 3,856,895 100.0

②  設備投資の状況

  該当事項はありません。

③  資金調達の状況

  該当事項はありません。

④  事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

  該当事項はありません。

⑤  他の会社の事業の譲受けの状況

  該当事項はありません。

⑥  吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継

の状況

  該当事項はありません。

⑦  他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

  該当事項はありません。

－ 3 －
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(2）直前３事業年度の財産及び損益の状況

区 分
第 49 期

(平成23年1月期)
第 50 期

(平成24年1月期)
第 51 期

(平成25年1月期)

第 52 期
(当事業年度)
(平成26年1月期)

売 上 高 (千円) 3,437,347 3,693,337 4,020,254 3,856,895

経 常 利 益 (千円) 125,876 210,791 291,978 193,416

当 期 純 利 益 (千円) 120,732 196,962 286,460 118,971

１株当たり当期純利益 (円) 136.90 74.45 107.95 44.78

総 資 産 (千円) 1,252,707 1,359,348 1,547,699 1,385,927

純 資 産 (千円) 562,090 732,547 968,600 995,339

１株当たり純資産額 (円) 637.36 276.89 364.60 374.66

（注）１．１株当たり当期純利益は、自己株式を控除した期中平均発行済株式総数により、１株

当たり純資産額は、自己株式を控除した期末発行済株式総数により算出しております。

２．平成23年２月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。

(3）重要な親会社及び子会社の状況

①  親会社の状況

  該当事項はありません。

②  重要な子会社の状況

  該当事項はありません。

－ 4 －

直前３事業年度の財産及び損益の状況、重要な親会社及び子会社の状況
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(4）対処すべき課題

  当社の主要事業である技術者派遣事業は、採用活動、教育活動、営業活動、

サポート活動というサイクルで構成されております。今後の事業拡大のため、

当社が対処すべき課題は、下記のとおりであります。

（経営全般について）

①  顧客企業の業種構成の最適化について

  当社の売上高において、顧客企業の電気機器業界の構成比が高い割合で

推移しております。当社では、特定の顧客企業や業種に偏らないように、

新規開拓営業の強化を図り、顧客企業の業種構成の最適化に努めてまいり

ます。

②  適正な利益の確保について

  当社においては、顧客企業に派遣する技術者を基本的に正社員雇用し、

スキルアップに専念できる環境を整備しております。そのため、技術者が

非稼働となった場合にも労務費が発生することとなります。技術者の稼働

率が著しく低下すると、売上高が減少し、労務費の割合が上昇し、利益率

の低下を招くこととなります。積極的な営業活動によって、技術者単価及

び稼働率の維持向上に尽力し、適正な利益の確保に努めてまいります。

③  ブランド力の強化について

  当社は、国内及び国際学会での論文発表、大学の教授との共同での技術

教本の作成、大学での非常勤講師等の実施、また、当社の技術者による顧

客満足度の向上により、業界内でのブランド力の強化に努めてまいります。

（採用活動について）

①  採用基準の改善について

  当社は、顧客企業から必要とされる専門課程のバックグラウンド、コミ

ュニケーション能力を備えた人材を獲得するため、専門テスト、人物評価

の見直し等の採用基準の改善に努めてまいります。

②  採用機会の確保について

  当社は、求人ウェブサイトでの情報掲載、自社ウェブサイトへの導線強

化、全国の理工系大学の就職支援担当者・教授からの人材紹介、大学内外

でのセミナー開催、ハローワーク訪問、転職フェアへの参画などを通じて、

新卒並びにキャリア人材の採用機会の確保に努めてまいります。

－ 5 －
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③  技術者の分野別構成の最適化について

  当社は、技術者が特定の分野に偏らないように、市場ニーズと営業分布

を見据えた、機械設計開発、電気・電子設計開発、ソフトウェア開発の分

野別構成の最適化に努めてまいります。

  また、今後成長が見込まれる化学・バイオ系分野、衛星通信分野への進

出に努めてまいります。

④  技術者の採用形態の最適化について

  当社は、技術者の採用形態が偏らないように、新卒採用、キャリア採用

の構成の最適化に努めてまいります。キャリア採用への注力を図り、即戦

力の増員に努めてまいります。

（教育活動について）

①  研修体制の整備について

  当社は、顧客ニーズに対応するため、主要都市に研修拠点を構え、顧客

企業とのリレーション強化を図っております。また、現場での経験豊富な

技術者が研修担当者として、指導に当たっております。顧客ニーズに応じ

て、必要ツールの導入を検討し、研修体制の整備に努めてまいります。

②  研修内容の向上について

  当社は、長年積み重ねた経験と顧客ニーズにより構築した一般・社外実

務・基礎・応用・キャリア研修等を実施することで技術者のスキルアップ

に努めております。また、全社員向けの研修会である能力開発セミナーに

おいて、技術力と人間力の向上を目的とした講座を開催し、管理職者向け

には、人間づくり研修を開催しております。技術力と人間力を兼ね備えた

技術者の育成のため、研修内容の向上に努めてまいります。

（営業活動について）

①  派遣先の確保について

  当社は、顧客ニーズに対応するため、主要都市に営業拠点を構え、顧客

企業とのリレーション強化を図っております。顧客の開発ニーズ、開発プ

ランに応じて、技術者を人選し迅速に派遣し、顧客ニーズに応じて、請負

の編成、チーム派遣を提案してまいります。また、新規開拓営業力の強化

を図り、派遣先の確保に努めてまいります。

－ 6 －
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②  派遣条件の向上について

  当社は、地域別、業種別、顧客別、業務別などの収益分析を実施し、適

切な技術者の配置を行い、常に顧客企業との交渉に努め、技術者単価の増

額等の派遣条件の向上に努めてまいります。

（サポート活動について）

①  内定者の入社率向上について

  当社は、新卒採用の入社辞退防止のため、採用担当者が定期的に大学及

び内定者に細かいフォローを行うとともに内定者懇親会等の開催により、

内定者の入社率向上に努めてまいります。

②  技術者の定着率向上について

  当社は、顧客企業へ配属後も、営業担当者、教育担当者による技術者と

の定期的な面談により、個人ごとの希望や実情に応じた指導やアドバイス、

顧客評価のフィードバックなどを実施しております。また、メンタルヘル

スケアの専属のカウンセラーが常時対応しております。モチベーション向

上と人間的成長をバックアップし、技術者の定着率向上に努めてまいりま

す。

(5）主要な事業内容（平成26年１月31日現在）

  当社は、機械設計開発、電気・電子設計開発、ソフトウェア開発等の人材

派遣・請負業務及び人材紹介事業を業務とし、関東地区、関西地区、中部地

区に主要拠点を置き、事業展開を行っております。当社の技術者派遣事業は、

顧客企業から設計開発の業務要請に応じ、「派遣契約」と「請負契約」を締

結して行っております。派遣契約は、「労働者派遣法」に基づき、顧客企業

との契約期間（３・６・12ヶ月）により個別に対応しております。また、顧

客企業から依頼のある正社員雇用の要望に対しては、「職業安定法」に基づ

き有料職業紹介事業にて対応しております。

－ 7 －
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(6）主要な事業所（平成26年１月31日現在）

名 称 所 在 地

大 阪 本 社 大 阪 市 北 区

東 京 本 社 横 浜 市 港 北 区

横 浜 事 業 所 横 浜 市 港 北 区

名 古 屋 事 業 所 名 古 屋 市 中 村 区

大 阪 事 業 所 大 阪 市 北 区

宇 都 宮 事 業 所 栃 木 県 宇 都 宮 市

江 坂 ラ ー ニ ン グ セ ン タ ー 大 阪 府 吹 田 市

(7）使用人の状況（平成26年１月31日現在）

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

608名 17名減 30.3歳 6.3年

（注）使用人数は就業人員であり、登録社員数は含まれておりません。

(8）主要な借入先の状況（平成26年１月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 り そ な 銀 行 32,060千円

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 23,351千円

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 15,074千円

(9）その他会社の現況に関する重要な事項

  該当事項はありません。

－ 8 －
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２．株式の状況（平成26年１月31日現在）

(1）発行可能株式総数 9,000,000株

(2）発行済株式の総数 2,656,980株

(3）株主数 1,116名

(4）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 関 口 興 業 社 1,235,000株 46.48％

ア ル ト ナ ー 従 業 員 持 株 会 355,012 13.36

大阪中小企業投資育成株式会社 120,000 4.51

張 替 朋 則 66,560 2.50

奥 坂 一 也 55,420 2.08

ア ル ト ナ ー 役 員 持 株 会 44,100 1.66

株 式 会 社 Ｓ Ｂ Ｉ 証 券 41,600 1.56

横 田 成 昭 30,000 1.12

江 上 洋 二 25,388 0.95

上 野 　 修 20,000 0.75

（注）持株比率は自己株式（363株）を控除して計算しております。

３．新株予約権等の状況

  該当事項はありません。

－ 9 －
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４．会社役員の状況

(1）取締役及び監査役の状況（平成26年１月31日現在）

会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 関 口 相 三 ハイパーアルトナー事業本部長

取 締 役 奥 坂 一 也 ヒューマンリソース事業本部長

取 締 役 張 替 朋 則 管理本部長

取 締 役 江 上 洋 二 エンジニア事業本部長

常 勤 監 査 役 三 谷 高 昭

監 査 役 金 井 博 基
金井税理士総合事務所所長
株式会社継栄クリニック代表取締役

監 査 役 福 　 室 　 孝 三 郎

（注）１．監査役三谷高昭、金井博基及び福室孝三郎の３氏は、社外監査役であります。

２．監査役三谷高昭、金井博基及び福室孝三郎の３氏を株式会社東京証券取引所の定めに

基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

３．監査役金井博基氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の

知見を有しております。

(2）取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 ４名 70,911千円

監 査 役
（ う  ち  社  外  監  査  役 ）

３名

（３名）

21,843千円

（21,843千円）

合 計
（ う  ち  社  外  役  員 ）

７名

（３名）

92,754千円

（21,843千円）

 (注) １．取締役の報酬限度額は、平成７年５月31日開催の臨時株主総会において年額200百万円

以内と決議いただいております。

２．監査役の報酬限度額は、平成７年５月31日開催の臨時株主総会において年額30百万円

以内と決議いただいております。
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(3）社外役員に関する事項

①  他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

  監査役金井博基氏は、金井税理士総合事務所所長及び株式会社継栄クリ

ニック代表取締役を兼務しております。なお、当社と当該法人等との間に

は特別の関係はありません。

②  当事業年度における主な活動状況

活 動 状 況

監査役 三 谷 高 昭

　当事業年度に開催された取締役会29回及び監査役会23回すべ

てに出席いたしました。

　取締役会において、常勤監査役の立場から情報収集と監査環境

の整備充実に努めるとともに、長年にわたる経理業務の経験か

ら、意思決定の適法性・妥当性を確保するための発言を行ってお

ります。また、監査役会においては、議案審議等に必要な発言を

適宜行っております。

監査役 金 井 博 基

　当事業年度に開催された取締役会29回のうち25回に出席し、監

査役会23回のうち22回に出席いたしました。

　取締役会において、税理士としての専門的見地から、取締役会

の意思決定の適法性・妥当性を確保するための発言を行っており

ます。また、監査役会においては、議案審議等に必要な発言を適

宜行っております。

監査役 福　室　孝三郎

　当事業年度に開催された取締役会29回のうち26回に出席し、監

査役会23回すべてに出席いたしました。

　取締役会において、経営者としての幅広い経験と技術分野の専

門性を活かし、取締役会の意思決定の適法性・妥当性を確保する

ための発言を行っております。また、監査役会においては、議案

審議等に必要な発言を適宜行っております。

③  責任限定契約の内容の概要

  当社と各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契

約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額を限度としておりま

す。
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５．会計監査人の状況
(1）名称                              有限責任 あずさ監査法人

(2）報酬等の額

支　払　額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 20,000千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上
の利益の合計額

20,000千円

 (注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基

づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当

事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

(3）会計監査人の解任または不再任の決定方針

取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があ

ると判断した場合は、監査役会の同意を得たうえで、または、監査役会の請

求に基づいて、会計監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とす

ることといたします。

監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当

すると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任い

たします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集され

る株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いた

します。

(4）責任限定契約の内容の概要

当社と会計監査人有限責任あずさ監査法人は、会社法第427条第１項の規

定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結して

おります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額を限

度としております。
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６．業務の適正を確保するための体制

  取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制そ

の他会社の業務の適正を確保するための体制を以下のとおり決議しております。

(1）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制

① 代表取締役を議長とするコンプライアンス・リスク管理会議を設置し､ 

法令及び定款遵守の周知徹底と実行を図る体制を構築しております。

② 取締役、監査役及び従業員その他当社の業務に従事する者を対象とした

内部通報制度を整備しております。その制度では守秘義務を負う通報

委員会を通報先とし、通報者に対する不利益な取扱を禁止し、法令等違

反行為を未然に防止または速やかに認識するための実効性を確保して

おります。

③ 当社は、他の業務執行部門から独立した内部監査室による内部監査を実

施しており、内部監査を通じて各部門の内部管理体制の適切性・有効性

を検証し、その改善を促すことにより、使用人の職務執行の適法性を確

保しております。

(2）財務報告の適正性を確保するための体制

① 取締役及び従業員は「財務報告に係る内部統制の基本方針」を遵守した

業務執行により財務報告の適正性を確保しております。

② 取締役、監査役及び従業員は、財務報告の適正性を確保するための体制

の円滑な運営を実行しております。

③ 内部監査室は、財務報告の適正性を確保するための体制の運用を監査し

ております。

(3）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

① 取締役の職務の執行に係る情報・文書は、「文書管理規程」をはじめと

する諸規程及びそれに関する各情報管理体制マニュアルに従い適切に

保存及び管理の運用を実施しております。

② これらの情報については、内部監査室による内部監査等により、保存及

び管理が適切になされていることを確認しております。

－ 13 －

業務の適正を確保するための体制



2014/03/25 13:05:00 / 13972632_株式会社アルトナー_招集通知

(4）損失の危険の管理に関する規程その他の体制

① 当社は、「当社におけるリスク管理のあり方」を策定し、各種リスクを

統括管理するための体制を明確にしております。

② 当社は、同方針に基づき、経営上のリスクを分類・定義し、リスクの種

類毎に担当部門がリスク状況の把握・分析等を行い、コンプライアン

ス・リスク管理会議によって各種のリスクを統括管理する体制を整備し

ており、リスク種類毎の管理及び対策はコンプライアンス・リスク管理

会議にて明確にし、管理しております。

③ 代表取締役社長直属の内部監査室が内部監査計画に基づき監査を担当

しており、内部監査室は必要に応じ、監査の実施方法・実施項目の検証

を行い、必要があれば監査方法の改定を行っております。

(5）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

① 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の

基礎として、取締役会を毎月２回開催しております。第１回開催を業績

取締役会とし、第２回を定時取締役会とし、必要に応じて臨時に取締役

会を開催しております。なお、取締役会の権限範囲等は、「取締役会規

程」において明確にしております。

② 取締役による効率的な業務運営を確保するため、「組織規程」、「職務

権限規程」、「業務分掌規程」及び「業務分掌（職務権限）明細表」を

定め、その他社内規程を整備しております。

③ 取締役、本部長及び部長を主な構成員とする経営会議を設置して毎月１

回開催しております。経営会議は、業績取締役会及び定時取締役会付議

事項の討議、諮問を実施し、各取締役会への報告・提案の取り纏めを行

っております。

(6）会社並びに親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確

保するための体制

該当する親会社及び子会社はありません。
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(7）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における

当該使用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する

事項

① 当社は監査役の要請がある場合には、監査役の職務を補助する使用人を

選任できることとしております。

② 当該使用人の任免・異動・人事評価に関しては、監査役の同意を必要と

しております。

(8）取締役及び使用人が監査役に報告するための体制、その他の監査役への

報告に関する体制

① 取締役会の他、経営会議等重要な会議に監査役は出席しており、取締役

から業務執行状況の報告を受けております。

② 前記の重要な会議に付議されない重要な社内稟議、決裁書及び報告書等

について、監査役は閲覧し、必要に応じ内容の説明を受けております。

③ 取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事実、取締

役の職務執行に関する不正行為、法令・定款に違反する重大な事実、内

部監査状況に関する報告、内部通報制度に基づき通報された事実、その

他監査役監査のため求められた事項を監査役に報告しております。

(9）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 代表取締役及び内部監査室長は監査役監査の環境整備等について、監査

役との十分な協議、検討の機会を設け、監査の実効性確保に努めており

ます。

② 監査役は監査役監査の実効性を確保するため、監査体制の整備等につい

て要請をしております。

③ 内部監査部門である内部監査室、法令遵守及び各種リスクの統括管理を

担当する部門は、監査役と定期的に会合を持ち、対処すべき課題等につ

いて意見を交換しております。

④ 監査役が監査の実施に当たり必要と認めるときは、弁護士その他の外部

アドバイザーを任用することができることとしております。

－ 15 －
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(10）反社会的勢力による被害防止のための基本方針

① 当社は、企業の社会的責任を果たし、企業防衛を図るため、反社会的勢

力との関係を一切遮断します。

② 当社は、反社会的勢力による不当要求がなされた場合、法的手段をもっ

て毅然とした態度で対応します。

③ 当社は、「反社会的勢力との関係を遮断するための体制」を反社会的勢

力対応マニュアル等に基づき、組織的に対応します。

④ 当社は、反社会的勢力による不当要求に備え、平素から外部の専門機関

と緊密な連携関係を構築し、反社会的勢力による不当要求がなされた場

合にその対応方法を相談または対応を要請します。

⑤ 当社は、いかなる理由があっても、反社会的勢力との裏取引、資金提供

等一切の便宜を図る行為をいたしません。

⑥ 当社は、取締役、監査役及び従業員に対し、定期的に「反社会的勢力と

の関係を遮断するための体制」について注意喚起を行い、周知を図りま

す。

(11）反社会的勢力排除に向けた社内体制の整備状況

① 当社は、管理本部長の下、対応統括部署として総務グループが反社会的

勢力からの不当要求防止に努めております。

② 当社は、弁護士及び警察ＯＢとの顧問契約を結び、専門機関との連携を

図っております。

③ 当社は、総務グループにおいて管理本部長と共同して、弁護士から適

宜、指導、アドバイスを受け、不良情報をデータベース化し、必要に応

じて取締役会にその内容を報告し、各部署で対応を検討するとともにコ

ンプライアンス・リスク管理会議においても検討しております。

④ 当社は、反社会的勢力対応マニュアルを全社員に配布し、周知を図って

おります。

⑤ 当社は、総務グループが社内研修等の場において定期的に注意喚起を行

っております。

  本事業報告上の記載金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸　借　対　照　表
（平成26年１月31日現在）

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

仕 掛 品

原材料及び貯蔵品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

工具、器具及び備品

土 地

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

電 話 加 入 権

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

出 資 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

敷 金 及 び 保 証 金

そ の 他

1,184,796

703,163

421,625

1,067

2,557

28,095

25,223

3,028

2,536

△2,500

201,130

88,170

23,357

18

5,635

59,159

18,600

16,945

1,654

94,360

2,315

1,250

58

30,691

59,096

948

流 動 負 債 303,005

1年内返済予定の長期借入金 70,485

未 払 金 59,847

未 払 費 用 41,428

未 払 法 人 税 等 40,035

未 払 消 費 税 等 24,881

預 り 金 22,283

賞 与 引 当 金 41,675

そ の 他 2,369

固 定 負 債 87,582

退 職 給 付 引 当 金 87,572

そ の 他 10

負 債 合 計 390,587

（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本 994,224

資 本 金 238,284

資 本 剰 余 金 168,323

資 本 準 備 金 168,323

利 益 剰 余 金 587,836

利 益 準 備 金 10,460

その他利益剰余金 577,376

別 途 積 立 金 40,000

繰越利益剰余金 537,376

自 己 株 式 △220

評価・換算差額等 1,115

その他有価証券評価差額金 1,115

純 資 産 合 計 995,339

資 産 合 計 1,385,927 負 債 純 資 産 合 計 1,385,927
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損　益　計　算　書

(平成25年２月１日から
平成26年１月31日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 3,856,895

売 上 原 価 2,618,167

売 上 総 利 益 1,238,728

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,049,964

営 業 利 益 188,763

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 135

そ の 他 8,418 8,554

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2,249

そ の 他 1,652 3,901

経 常 利 益 193,416

特 別 損 失

減 損 損 失 500 500

税 引 前 当 期 純 利 益 192,916

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 65,307

法 人 税 等 調 整 額 8,636 73,944

当 期 純 利 益 118,971
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株主資本等変動計算書

(平成25年２月１日から
平成26年１月31日まで)

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
資本剰余金
合 計

利益準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金
利益剰余金
合 計

別途積立金
繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 238,284 168,323 168,323 10,460 40,000 511,386 561,846

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △92,981 △92,981

当 期 純 利 益 118,971 118,971

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － 25,990 25,990

当 期 末 残 高 238,284 168,323 168,323 10,460 40,000 537,376 587,836

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計

自 己 株 式
株 主 資 本
合 計

その他有価証
券評価差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △220 968,234 366 366 968,600

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △92,981 △92,981

当 期 純 利 益 118,971 118,971

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

748 748 748

当 期 変 動 額 合 計 － 25,990 748 748 26,738

当 期 末 残 高 △220 994,224 1,115 1,115 995,339

－ 19 －

株主資本等変動計算書
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定）

(2）たな卸資産の評価基準及び評価方法

①  仕掛品

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）

②  貯蔵品

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）

(3）固定資産の減価償却の方法

①  有形固定資産（リース資産を除く）

定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）につい

ては定額法）

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物                14～26年

工具、器具及び備品  ４～10年

②  無形固定資産（リース資産を除く）

自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額

法

③  リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

  なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年１

月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っております。

(4）引当金の計上基準

①  貸倒引当金

  債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してお

ります。

②  賞与引当金

  従業員の賞与支給に備えるため、翌事業年度の支給見込額のうち、当事業年度に負担す

べき金額を計上しております。

－ 20 －

個別注記表
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③  退職給付引当金

  従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき

計上しております。

  なお、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理するこ

ととしております。

(5）その他計算書類作成のための基本となる事項

消費税等の会計処理

  税抜方式によっております。

２．会計方針の変更に関する注記

（減価償却方法の変更）

  当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成25年２月１日以後に取得した有形固

定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

  これによる損益に与える影響はありません。

３．貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 80,361千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

(1）発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 2,656,980株 －株 －株 2,656,980株

(2）自己株式の種類及び数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 363株 －株 －株 363株

－ 21 －
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(3）剰余金の配当に関する事項

①  配当金支払額等

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

平成25年４月25日
定 時 株 主 総 会

普 通 株 式 66,415 25.00 平成25年１月31日 平成25年４月26日

平成25年９月６日
取 締 役 会

普 通 株 式 26,566 10.00 平成25年７月31日 平成25年10月７日

②  基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度になるもの

決 議 予 定 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

平成26年４月24日
定 時 株 主 総 会

普通株式 26,566 利益剰余金 10.00 平成26年１月31日 平成26年４月25日

５．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

未払事業税 3,311千円

未払費用 4,481千円

賞与引当金 15,819千円

退職給付引当金 31,166千円

貸倒引当金 949千円

減損損失 10,029千円

その他 801千円

繰延税金資産小計 66,560千円

評価性引当額 △10,029千円

繰延税金資産合計 56,530千円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △616千円

繰延税金負債合計 △616千円

繰延税金資産の純額 55,914千円

６．リースにより使用する固定資産に関する注記

  所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年１月31日以前

のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりますが、

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

－ 22 －

個別注記表



2014/03/25 13:05:00 / 13972632_株式会社アルトナー_招集通知

７．金融商品に関する注記

(1）金融商品の状況に関する事項

①  金融商品に対する取組方針

  当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入によ

り資金を調達しております。

②  金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

  売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクについては、与信管理規

程に沿ってリスク低減を図っております。

  借入金は、主に運転資金に係る資金調達を目的としたものであります。有利子負債は、

流動性リスクに晒されておりますが、資金計画から必要な手元資金水準を定め、適時に資

金繰計画を作成・更新し、当該リスクを管理しております。

③  金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

  金融商品の時価は市場価格がないため、合理的に算定された価額によっております。当

該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用するこ

とにより、当該価額が変動することがあります。

(2）金融商品の時価等に関する事項

  平成26年１月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のと

おりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれており

ません（（注）２．参照）。

貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 703,163 703,163 －

(2）売掛金 421,625 421,625 －

  資産計 1,124,788 1,124,788 －

(1）１年内返済予定の長期借入金 70,485 70,485 －

  負債計 70,485 70,485 －

－ 23 －
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（注）１．金融商品の時価の算定方法

資  産

(1）現金及び預金、(2）売掛金

  これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳

簿価額によっております。

負  債

(1）１年内返済予定の長期借入金

  これは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額（千円）

敷金及び保証金 59,096

  敷金及び保証金については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め

られるため、時価開示の対象としておりません。

８．賃貸等不動産に関する注記

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

９．関連当事者との取引に関する注記

該当事項はありません。

10．１株当たり情報に関する注記

(1）１株当たり純資産額 374円66銭

(2）１株当たり当期純利益 44円78銭

11．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

－ 24 －
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会計監査人の監査報告書  謄本

独立監査人の監査報告書

平成26年３月13日
株式会社アルトナー
取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 浅 井 愁 星 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 中 畑 孝 英 

  当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社アルトナーの平成25
年２月１日から平成26年１月31日までの第52期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行っ
た。

計算書類等に対する経営者の責任
  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬によ
る重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者
が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及び
その附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公
正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書
類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るため
に、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
  監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手する
ための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書
類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監
査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びそ
の附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が
採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体
としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
  当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
  当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び
損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害
関係はない。

以  上

－ 25 －
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監査役会の監査報告書　謄本

監 査 報 告 書
  当監査役会は、平成25年２月１日から平成26年１月31日までの第52期事業年度の取締役の
職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の
一致した意見として、監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

  監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結
果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
  各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担
等に従い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監
査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使
用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な
決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたし
ました。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合す
ることを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なもの
として会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会
決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、
取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に
応じて説明を求め、意見を表明いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係
る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。
  さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監
視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制」（会社計算規則第131条の各号に掲げる事項）を「監査に関す
る品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の報
告を受け、必要に応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る
計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその
附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

一  事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して
いるものと認めます。

二  取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事
実は認められません。

三  内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
  会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めま
す。

平成26年３月14日
株 式 会 社 ア ル ト ナ ー 　 監 査 役 会

常勤社外監査役 三 谷 高 昭 

社 外 監 査 役 金 井 博 基 

社 外 監 査 役 福　室　孝三郎 

以　上

－ 26 －
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

議      案  剰余金の配当の件

  第52期の期末配当につきましては、株主の皆様への安定的な利益還元を考慮し、

１株につき10円とさせていただきたいと存じます。

  これにより、第52期の年間配当金は、先に実施いたしました中間配当金10円を

含め、１株につき20円となります。

  期末配当に関する事項

(1）配当財産の種類

金銭といたします。

(2）配当財産の割当てに関する事項及びその総額

  当社普通株式１株につき金10円といたしたいと存じます。なお、この場合

の配当総額は26,566,170円となります。

(3）剰余金の配当が効力を生じる日

平成26年４月25日といたしたいと存じます。

以  上

－ 27 －

第１号議案
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株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場：大阪市北区梅田三丁目１番１号

ホテルグランヴィア大阪　20階　鳳凰の間

TEL 06－6344－1235
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